
管中混合固化処理工

■管中船団①空気圧送船■ 平成20年１２月１２日（金）午前

 

天気：快晴

管中混合固化処理工が本格化する埋立部。３隻の作業船がそれぞれの役割を果たしつつ

 

共同でひとつの作業を行う船団が、全部で３船団、作業を行っています。
管中船団の始点となる空気圧送船には、管中固化処理土の原泥となる浚渫土が次々と運

 

び込まれ、轟音をうならせながら船上の空気圧送装置に投入されています。

この辺り

■現場日記■

 

第４０号

 

担当：梶原

管中固化処理工をもっと詳しく→コチラをクリック！

埋立部 桟橋部

接続部 連誘部

環境 その他

展望台屋上より

現空港島

埋立部桟橋部

３船団で○○ｍ２
（東京ドーム○○個）

を施工します。

（写真下左＆中）投入された浚渫土は、船内のオペレーションルームで厳正にコンピュー

 

ター管理されながら、空気圧を利用して、次の船（固化材供給船）を目指して押し出され、

 

船団終端の打設船にたどり着くまで送り込まれます。
（写真下右）大迫力の装置を備えつつ、外観は意外と？かわいい水玉模様のTOTRAⅢ号。
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http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/haneda/haneda/haneda_saikaku/kisya/pdf/20081114.pdf
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